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（ 一 社 ） 武 雄 杵 島 地 区 医 師 会 

理 事 会 会 報 

§ 令 和 ２ 年 度  第４回理事会 § 

 

 

●日 時：令和２年７月１７日（金）午後７時００分～  

●場 所：武雄杵島地区医師会 ２階会議室  

●出席者 (理事総数１７名・出席者１６名、欠席者は で抹消) 

 (定款第 37 条第 5 項により成立することを確認(過半数の出席で成立)) 

(代表理事)太田光博 

(副  会  長)戸原震一、溝口克弘  

(理  事)持田和幸、楢﨑史彦、松本洋二、森  徹、谷口 亮、藤瀬剛弘、  

草野謙一郎、坂本 章、野口 智、田中雅博、森 倫人、沖田光紀、 

重村 剛、有島宏明  

(監  事)田中裕幸、中房淳司  

(顧  問)古賀義行 

   ●議 長 太田光博  

 

 

Ⅰ．会長挨拶  

皆さん今晩は、本日は梅雨が明けたような良い天気でしたが、豪雨を伴う梅雨は

早く明けしてほしいと感じております。これから本格的な夏になると、熱中症を含

めた体調管理が重要になってきます。新型コロナウイルス感染症においては、拡大

傾向となっており、緊急事態宣言が発表される前の状態に戻りつつあります。昨日

の全理事会においても新型コロナウイルス感染症に関する話がたくさんありまし

たので、全理事会報告にて詳しくご報告させていただきます。  

 

 

 

Ⅱ．承認事項  

１．佐賀県健康づくり財団「事業推進委員会委員」のご推薦について  

   任期：令和 2 年 6 月～令和 4 年 6 月  

 推薦委員：森 徹先生  

  ★承認された  

 

 

 

２．杵藤地区難病対策地域協議会委員の推薦について  

 推薦委員：溝口 克弘先生  

  ★承認された  
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３．令和２年度 杵藤地区難病対策地域協議会及び杵藤地区健康管理連絡協議会  

 災害部会の合同開催について  

    日時：令和 2 年 7 月 30 日（木）18：30～20：00 

   場所：武雄総合庁舎 別館 2 階大会議室  

   委員：溝口 克弘先生  

  ※委員の出席依頼あり  

  ★承認された  

 

 

 

４．市民公開講座の後援について（嬉野医療センター）  

    日時：令和 2 年 10 月 24 日（土）13：00～16：00 

   場所：嬉野医療センター 外来管理棟 3 階講堂  

  テーマ：「今、知ってほしい消化器病のこと」  

  ★承認された  

 

 

 

５．武雄看護学校玄関前の軒天補修工事について  

  ※軒天内の配管が腐食し、天井内に雨水が流れ込んでいる状況のため、  

   至急補修工事をお願いしたい  

  見積価格：1,054,900 円  

  ★承認された  

 

 

 

６．きしま訪問看護ステーションのエアコンの取替えについて  

  ※現在設置しているエアコンが正常に作動しない状況となっている。  

   かなりの年数が経過しており、交換部品等もないため、新たに取替えを  

   お願いしたい  

  見積価格：162,030 円  

  ★承認された  

 

 

 

７．定期預金の取崩しについて  

  ※特定健診収入等が遅れて入金されるなど、資金繰りに厳しい状況が生じた場合、 

   理事会の承認を待たずに会長・会計担当理事の了解を得て、取崩しが柔軟に  

実施できるようお願いしたい  

  ★承認された  
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Ⅲ．協議事項 

１．南部地区発熱トリアージ等で使用可能な医療用テントの購入等について  

  ※これまで設置していたプレハブは、設置期間が 3 ヶ月を超える場合、  

建築基準法による許可が必要であるため一旦撤去しております。  

今後の対応策として、医療用テントの購入等、対応策を検討していただきたい。 

   なお、資金については佐賀県から補助金が支給される。  

  ★再度プレハブの設置など、改めて検討することになった  

 

 

 

２．小児個別予防接種（ロタウイルス）の委託料単価について  

  ★妥当な金額として、要望どおりに承認された  

 

 

 

Ⅳ．各担当理事報告  

 １．全理事会報告（太田 光博会長）  

  ・新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金交付事業についてです。すべての医

療関係者には、最低 5 万円が支給されるものですが、3 月 13 日から 6 月 30 日の間

に 10 日間以上の勤務がある方は対象となります。それに、実際に患者を受け入れ

た医療機関等の条件に応じて最大 20 万円の支給が行われます。慰労金の申請方法

は、「医療機関から国保連を通じて申請→国保連から医療機関に送金→医療機関から

個人へ支給」という流れになります。また、注意点としては、職員から委任状をと

ることや、受け取ったことを証明する書類等を準備する必要があります。  

  ・感染拡大防止等支援事業についてです。この支援金は、無床診療所には 100 万円、

有床診療所には 200 万円、病院には 200 万円＋5 万円×病床数が補助されます。現

在既に支払い済みの経費に対しても 4 月 1 日まで遡って 3 月 31 日までの分を後日

精算（領収証等は必要）することができます。（マスク・消毒薬の購入も可）  

  ・新型コロナウイルス感染症に関する行政検査についてです。現在の行政検査の流

れは、「帰国者・接触者外来等」で受けた濃厚接触者を佐賀県衛生薬業センターにお

いて 1 日 100 件までの検査が行われています。ただ、これだけでは、手一杯になる

可能性が考えられるため、疑い患者の扱いを地域完結型で実施することが考えられ

ています。そこで、一般医療機関からの紹介に対応する施設として、「地域外来・検

査センター」を県医師会メディカルセンターの駐車場内に設置されます。早ければ

8 月から運営されることになります。実施時間は、15 時～17 時の 2 時間、患者が

多くなれば 14時～17時の 3時間に増やすということです。具体的な流れとしては、

疑い患者が「帰国者・接触者相談センター」を介さない場合でも、一般の医療機関

もしくは発熱トリアージ等からの紹介状を持って「地域外来・検査センター」に行

けば、検査をしてもらえるということになります。なお、一般医療機関を介さずに、

「地域外来・検査センター」に直接相談することはできません。とりあえず、一般

医療機関にとっては、比較的紹介しやすい手段が増えることになります。  

  ・抗原検出用キットを用いた抗原検査についてです。今後は、一般医療機関で検体

の採取を行い、直接検査を依頼することも可能となるようです。そのためには、佐

賀県と医療機関との間で委託契約を締結する必要がありますが、県医師会と佐賀県
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が集合契約を結び、県医師会からの実施等の要件を確認することで、一般の医療機

関においても抗原検査ができる流れが作られているようです。抗原検査においては、

唾液だけで可能なものと、鼻・咽頭拭い液でしかできないものがあるようです。唾

液だけでできる検査はリスクも少なくどの診療所でもできるようですが、鼻・咽頭

拭い液でしかできないものは、完全防護服を着けた状態でなければ取り扱いできな

いという厳しい条件があるようです。この抗原検査ができるようになれば、「地域外

来・検査センター」に加え、新たな検査手段になるかと思います。  

  ・その他の議題としては、「オンライン資格確認の導入について」「学術講演会等の

実施をオンラインで行うがどうか」「佐賀県医師会の名簿の更新が行われること」な

どがありました。  

 

  

 

 ２．検診センター運営会議報告（戸原 震一副会長）  

   検診センターの運営を改善していくために運営会議を行いました。  

まずは、管内医療機関の健診を医師会で受けていただけないかという要望につい

てです。これに関するアンケートを実施しましたが、約半数の 41 医療機関より回

答があっております。結果としては、11 医療機関が「当センターを利用している」

または「今後検討しても良い」という結果でした。今後、このアンケートをもとに

利用していただけるよう働きかけていきたいと思います。なお、会員の医療機関に

つきましては、5％引きで料金の設定を行っております。ぜひご利用をお願いいた

します。  

つぎに、子宮頸がんの検診の外部委託についてです。現在は、婦人科の先生に当

センターまでお越しいただき、実施をしておりますが、受診者の減少等で採算が十

分でないことから、市内の婦人科の先生方に外部委託をお願いすることを考え、そ

の委託料金について協議をいたしました。今後は、当センターが不利益にならない

程度に料金単価の設定をすること、細胞診検査の提出先を医療機関の任意にするこ

とで婦人科の先生方と話を進めていくことになっております。  

 

 

 

 Ⅴ．報告事項  

１．性教育スライド（中学 2 年生第 6 版・高校生第 4 版）について  

※従来のスライド内容が一部改正されていのでご確認下さい。  

（県医師会のホームページに掲載されており、ダウンロード可）  

 

 

 

２．各地区における「糖尿病に関する市民公開講座」の開催及び助成金について  

    企画状況の締め切り：令和 2 年 7 月 20 日  

    助成金の額：佐賀県健康増進課より 20 万円・佐賀県医師会より 10 万円の  

          合計 30 万円  

   ※肝癌対策医会からの助成金は今年度不支給（令和 3 年度に併せて支給）  
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３．佐賀県医師会「オンライン資格確認の導入に関する説明会」について  

    日時：令和 2 年 8 月 25 日（火）14：00～15：30 

   場所：佐賀市文化会館「大ホール」  

 

 

 

４．令和 2 年度佐賀県がん看護研修会（6 日間コース及び終末期ケア ELNEC－J 

研修 2 日間コース）の開催について  

    日時：令和 3 年 1 月 16・17 日（土・日）2 日間 9：30～16：30 

   場所：佐賀県看護協会 看護センター  

   内容：終末期ケア  

 

 

 

５．国・県から配布されるマスクのアンケート結果について  

  ※配布を辞退された医療機関が 11 機関で、7,750 枚（155 箱）あります。  

次回のマスク等配布時に不足医療機関へ配布を行います。  

 

 

 

６．令和２年８月行事予定  

３日（月）在宅医療・介護連携推進事業運営委員会 19：00～ 2 階会議室  

４日（火）医療介護連携研修会 19：00～ 3 階大講義室  

       講演「避難所等における感染対策と日頃の備えについて」  

     嬉野医療センター感染管理認定看護師 重松 孝誠 先生  

６日（木）木曜会 13：00～ 2 階会議室および web 

２１日（金）理事会 19：00～ 2 階会議室  

２５日（火）南部地区合同理事会 19：00～ カジシナジーレストラン  

 

 

※8 月の「労務管理相談日」は 11 日（火）・25 日（火）です。  

働き方改革に関することなど社会保険労務士による相談が無料で  

受けられますのでぜひご利用下さい。  

 

  ※理事会報は医師会ホームページからもご覧いただけます。  

   会員専用ページへのログインが必要です。  

   ログイン ID：tkma  パスワード：250629 

 

 

【  広報担当理事 谷 口   亮】  

【   〃    田 中 雅 博】  

  令 和 ２ 年 ７ 月 ２ ７ 日 

 


